
37　日本思想史と災厄

［
第
六
回
「
思
想
史
の
対
話
」
研
究
会
］

日
本
思
想
史
と
災
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人
類
の
歴
史
上
、
わ
れ
わ
れ
は
幾
度
と
な
く
「
災
厄
」
に
見
舞
わ

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
日
常
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
悲
劇

を
生
ん
で
き
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
思
想
史
的

に
振
り
返
れ
ば
、
無
自
覚
に
過
ご
し
て
い
た
日
々
の
「
日
常
」
性
は
、

「
災
厄
」
に
よ
り
か
え
っ
て
自
覚
さ
れ
、
そ
の
自
覚
か
ら
新
た
な
る

「
日
常
」
と
思
想
動
向
と
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
実
に
、「
災
厄
」

は
日
本
思
想
史
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
何
を
「
災
厄
」
と
呼
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
「
災
厄
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
そ
れ

に
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
克
服
過
程
に
ど

の
よ
う
な
思
想
的
展
開
が
見
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か

─
。
今
回
の
研

究
会
で
は
、
こ
う
し
た
問
い
に
、
政
治
思
想
、
道
徳
、
宗
教
、
民
俗
、

医
療
等
多
岐
に
わ
た
る
視
点
や
方
法
を
持
つ
研
究
者
の
「
対
話
」
に

よ
っ
て
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
日
本
思
想
史
の
可
能
性

を
拓
い
て
い
こ
う
と
す
る
。
こ
れ
は 

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、

今
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
若
手
研
究
者
が
い
か
に
未
来
を
展
望
し

て
い
く
か
と
い
う
現
代
的
課
題
と
も
関
わ
っ
て
こ
よ
う
。

備�
荒
策
と
し
て
の
郷
約
・
教
化
の
た
め
の
郷
約�

─
大
洲
藩
に
お
け
る
郷
約
の
発
生
と
展
開�

（
殷
暁
星
）

　

本
報
告
は
近
世
伊
予
地
域
に
お
け
る
「
郷
約
」「
郷
約
米
」
の
成
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立
と
展
開
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
近
世
日
本
の
郷
村
社
会

に
お
い
て
、「
災
厄
」
の
対
策
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
共
有

さ
れ
た
郷
約
を
受
容
し
実
践
し
た
際
、
郷
約
が
本
来
持
っ
て
い
る
教

化
的
機
能
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
と
い
う
問
題
を
分
析
し

た
。郷

約
と
は

　

ま
ず
本
報
告
で
取
り
上
げ
た
郷
約
の
機
能
と
展
開
に
つ
い
て
概
観

し
た
。
こ
の
郷
約
と
は
、「
出
入
相
友
、
守
望
相
助
、
疾
病
相
扶
持
」

（『
孟
子
』
滕
文
公
上
）
の
理
想
に
基
づ
く
郷
治
理
論
で
あ
る
。
郷
約
は

文
章
化
さ
れ
た
共
同
体
内
部
の
規
範
と
し
て
の
条
文
規
約
で
あ
る
と

同
時
に
、
そ
の
規
約
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
管
理
す
る
人
や
参
加

者
な
ど
を
定
め
た
受
け
皿
と
し
て
の
組
織
・
制
度
で
も
あ
る
。
宋
朝

以
降
、
民
衆
の
郷
約
制
定
を
手
段
と
し
た
、
治
安
・
経
済
・
社
会
・

教
育
・
礼
俗
に
関
す
る
問
題
の
解
決
が
は
か
ら
れ
た
。

　

条
文
規
約
と
し
て
の
郷
約
は
、
一
般
的
に
北
宋
時
代
の
儒
者
で
あ

る
呂
氏
四
兄
弟
が
彼
ら
の
居
住
地
で
あ
る
藍
田
で
行
っ
た
学
問
実
践

を
も
と
に
整
理
し
た
『
呂
氏
郷
約
』
を
そ
の
発
端
と
す
る
。
そ
の
内

容
は
「
徳
業
相
勧
」「
過
失
相
規
」「
礼
俗
相
交
」「
患
難
相
恤
」
の

教
訓
四
か
条
（
各
条
目
に
詳
細
な
小
項
目
あ
り
）、
及
び
そ
れ
を
遵
守
し

た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
定
め
た
約
衆
（
＝
郷
約
加
入
者
）
に
対
す
る

「
罰
式
」
や
、
月
ご
と
の
集
会
に
関
す
る
規
定
等
を
記
し
た
「
集
会
」

「
主
事
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
に
、
朱
子
に
よ
り

『
呂
氏
郷
約
』
が
修
正
さ
れ
、『
朱
子
増
損
呂
氏
郷
約
』
と
し
て
広
が

っ
た
。
そ
の
後
、
約
衆
の
善
行
・
悪
行
を
記
録
す
る
「
善
悪
籍
」
制

度
、
悪
行
に
対
応
し
て
罰
金
の
代
わ
り
に
罰
米
を
支
払
わ
せ
る
「
郷

約
米
」
制
度
に
つ
い
て
詳
細
な
修
正
が
行
わ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
朱

子
が
呂
氏
兄
弟
の
郷
約
実
践
に
つ
い
て
、『
小
学
・
外
篇
』
等
で
紹

介
し
た
こ
と
に
よ
り
、
郷
約
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
陽
明
学
の
展
開
と
も
相
俟
っ
て
、
明
朝
中
後
期
か
ら
清
末
期
に

は
、
郷
約
は
保
甲
・
社
倉
・
義
学
と
と
も
に
、
民
衆
の
生
活
の
各
方

面
を
周
到
に
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

朱
子
・
王
陽
明
ら
の
提
唱
に
よ
っ
て
広
が
っ
た
郷
約
は
、
儒
学
を

取
り
入
れ
た
諸
地
域
の
学
者
に
知
ら
れ
、
近
世
日
本
に
お
い
て
も
郷

約
を
め
ぐ
る
議
論
が
お
こ
り
、
実
践
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
事
例
と

し
て
報
告
者
は
『
呂
氏
郷
約
』
関
係
書
籍
の
出
版
や
、
上
総
・
武

蔵
・
越
前
・
備
中
・
美
作
な
ど
の
地
域
に
お
け
る
郷
約
活
用
の
諸
相

を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
救
荒
・
備
荒
策
と
し
て
の
郷

約
受
容
と
い
う
関
心
か
ら
大
洲
藩
の
事
例
に
注
目
し
た
。

大
洲
藩
成
能
村
に
お
け
る
「
郷
約
」
の
「
発
見
」

　

ま
ず
、
三
輪
執
斎
の
高
弟
で
あ
る
陽
明
学
者
川
田
雄
琴
の
「
郷

約
」
の
「
発
見
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
雄
琴
は
享
保
一
七
年
（
一

七
三
二
）
か
ら
大
洲
藩
五
代
藩
主
の
加
藤
泰
温
に
仕
え
、
藩
学
の
創
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立
や
武
士
教
育
に
か
か
わ
り
、
領
内
の
町
村
を
巡
回
し
、
農
民
に

「
人
の
道
」
に
つ
い
て
講
釈
し
た
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
雄

琴
は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
頃
か
ら
、
巡
講
の
つ
い
で
に
地
元
の

孝
子
節
婦
の
話
を
収
集
し
始
め
た
。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
は
、

約
八
年
間
を
か
け
て
集
め
た
美
談
を
整
理
・
加
筆
し
、『
豫
洲
大
洲

好
人
録
』（
以
下
『
好
人
録
』）
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

　

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）、
十
代
藩
主
泰
済
が
江
戸
参
勤
中
の
七

月
二
一
日
に
大
洲
に
大
火
が
発
生
し
、
城
下
町
が
残
ら
ず
消
失
し
た
。

翌
年
（
一
八
〇
〇
）
国
元
に
戻
っ
た
藩
主
は
「
火
災
後
風
俗
質
素
立
戻

義
第
一
之
事
」
と
い
う
考
え
か
ら
、『
好
人
録
』
を
板
行
し
た
（『
加
藤

家
年
譜
』）。
す
な
わ
ち
、
火
災
後
の
救
済
・
復
興
に
向
け
て
、
風
俗

の
教
化
に
重
点
を
お
く
た
め
、『
好
人
録
』
を
活
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
好
人
録
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
寛
政
一
二
年
本
）
は
五
巻
で
四
五

の
好
人
の
事
跡
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
そ
の
う
ち
の

「
成
能
村
農
民
二
十
七
人
同
志
郷
約
之
事
」
に
注
目
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
ま
ず
、「
相
定
之
覚
」
の
成
立
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）、
大
洲
藩
喜
多
郡
成
能
村
の
「
農
民

二
十
七
人
」
は
自
ら
志
を
お
こ
し
、
村
同
士
で
守
る
べ
き
箇
条
を

「
相
定
之
覚
」
と
し
て
ま
と
め
た
と
い
う
。
こ
れ
を
本
書
で
は
「
郷

約
」
と
呼
ん
で
い
る
。「
農
民
二
十
七
人
同
志
郷
約
之
事
」
が
郡
奉

行
・
代
官
に
伝
わ
る
と
、「
希
代
の
一
味
連
判
」
と
、
高
く
評
価
さ

れ
た
。
次
に
、
法
度
の
遵
守
、
博
奕
の
警
戒
、
農
業
出
精
な
ど
を
内

容
と
す
る
一
一
か
条
の
「
相
定
之
覚
」
全
文
、
及
び
二
七
人
の
連
判

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
相
定
之
覚
」
の
内
容
自
体
は
、
当
時
の

五
人
組
帳
前
書
な
ど
に
よ
く
み
ら
れ
る
内
容
で
あ
り
、「
郷
約
」
と

い
う
言
葉
を
使
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
雄
琴
は
、
農
民
た

ち
の
行
動
を
、「
郷
約
」
を
お
こ
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
、「
相

定
之
覚
」
が
ま
さ
に
「
郷
約
の
言
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
の
「
郷
約
」
と
い
う
言
葉
は
、『
好
人
録
』
の
完
成
し
た
延
享
三

年
ま
で
に
も
、
確
か
に
日
本
の
知
識
人
の
世
界
に
登
場
し
て
い
た
。

だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
朱
子
学
・
儒
学
に
対
す
る
注
釈
や
議
論

に
存
在
す
る
も
の
で
、
理
論
上
・
概
念
上
の
も
の
に
留
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
雄
琴
は
大
洲
の
「
農
民
」
の
動
き
を
現
実
の
「
郷
約
」
と

し
て
「
発
見
」
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
元
文
五
年
の
成
能
村
の
百
姓

に
す
で
に
「
郷
約
」
が
存
在
し
て
い
る
と
雄
琴
が
認
識
し
た
こ
と
は
、

そ
れ
ま
で
の
知
識
人
た
ち
の
理
念
上
の
郷
約
解
釈
と
は
、
異
な
る
性

格
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
洲
藩
の
備
荒
策
と
し
て
の
「
郷
約
米
」

　

近
世
後
期
（
主
に
寛
政
期
以
降
）
大
洲
藩
で
は
火
災
、
肱
川
の
氾
濫

な
ど
、
頻
繁
に
被
害
を
蒙
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
藩
は
た
び
た
び

倹
約
令
を
出
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
貯
穀
の
制
度
を
整
備
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
こ
れ
に
注
目
し
、「
郷
約
」
受
容
の
一
形
態

を
論
じ
た
。
大
洲
藩
は
、
村
内
の
難
渋
者
を
救
助
す
る
こ
と
を
目
的
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に
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
、
各
村
高
一
石
に
つ
き
一
升
の

米
を
藩
に
預
け
る
小
貯
を
は
じ
め
た
。
ま
た
、
荒
年
に
備
え
る
た
め

に
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
か
ら
、
各
村
高
一
石
に
つ
き
一
斗
の

米
を
預
け
る
と
い
う
大
貯
を
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
当

初
の
意
図
を
超
え
て
、
利
殖
効
果
が
重
視
さ
れ
、
小
貯
も
大
貯
も
隣

村
な
ど
へ
の
貸
付
に
流
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
享
和

三
年
（
一
八
〇
三
）
ご
ろ
に
は
、
大
貯
小
貯
の
利
殖
も
繰
り
入
れ
た

も
の
と
し
て
、
大
洲
藩
に
出
現
し
た
浮
米
座
は
、
貸
付
け
に
よ
り
利

息
を
得
、
荒
年
に
低
利
ま
た
は
無
利
息
で
貸
付
す
る
と
い
う
機
能
を

有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
年
々
そ
の
蓄
積
を
増
大
さ
せ
る
よ
う
に
な

り
、
利
殖
効
果
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
桜
井
久
次
郎
『
大
洲

藩
の
凶
荒
備
蓄
制
度
』
一
九
七
六
年
）。

　

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）、
貯
穀
の
利
殖
効
果
重
視
の
延
長
線
上
に
、

成
能
村
を
含
む
大
洲
藩
喜
多
郡
で
、「
郷
約
米
」
と
い
う
制
度
が
確

立
さ
れ
た
。
当
時
、
喜
多
郡
に
は
、
水
害
に
よ
っ
て
破
産
に
瀕
し
た

庄
屋
が
多
く
い
た
。
郡
奉
行
加
藤
十
蔵
は
、
彼
ら
を
救
済
す
る
た
め
、

代
官
弓
削
徳
介
を
介
し
て
、
三
〇
〇
石
の
救
い
米
を
下
し
、
難
渋
庄

屋
に
出
精
せ
よ
と
伝
え
た
。
弓
削
は
救
い
米
を
下
す
に
あ
た
っ
て
、

「
郷
約
米
」
と
名
付
け
た
。
そ
の
際
に
、
直
接
庄
屋
に
渡
す
の
で
は

な
く
、
三
〇
〇
石
の
米
に
加
え
、
必
要
分
を
浮
米
・
頼
母
子
講
な
ど

か
ら
補
い
、
村
方
三
役
と
代
官
を
介
し
て
「
永
代
元
ヲ
不
取
闕
様
」、

貸
付
す
る
こ
と
に
決
め
た
（「
宮
内
家
庄
屋
文
書
」）。

　
「
郷
約
米
」
と
い
う
名
前
を
使
っ
て
い
る
の
は
、
救
い
米
の
貸
し

付
け
に
関
す
る
触
が
「
郷
約
之
大
意
」（
以
下
「
大
意
」、「
宮
内
家
庄
屋

文
書
」）
と
と
も
に
出
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
。「
大
意
」

と
は
、『
呂
氏
郷
約
』「
徳
業
相
勧
」
の
章
の
「
徳
」
の
部
分
か
ら
抜

粋
し
た
一
六
箇
条
の
教
訓
に
、
喜
多
郡
で
「
郷
約
米
」
を
実
施
す
る

際
に
対
象
と
し
た
百
姓
の
身
分
や
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
修
正
が
加

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
大
意
」
で
は
『
呂
氏
郷
約
』
の
原
文
を

簡
略
し
、
最
大
限
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
郷
約
の
徳
目
が
解
釈
さ

れ
て
い
る
。「
郷
約
米
」
の
活
用
組
織
に
加
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

「
大
意
」
を
理
解
し
、
互
い
に
励
ま
し
あ
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。「
郷
約
米
」
の
貸
付
に
か
か
わ
る
組
織
は
『
呂
氏
郷
約
』
の
制

度
を
参
照
し
て
形
成
し
た
。『
呂
氏
郷
約
』
に
あ
る
「
有
善
則
書
于

籍
、
有
過
若
違
約
者
亦
書
之
、
三
犯
而
行
罰
、
不
悛
者
絶
之
」
と
い

う
善
悪
籍
制
度
に
な
ら
い
、
加
入
者
の
う
ち
、「
大
意
」
の
各
箇
条

に
従
っ
た
人
、
ま
た
は
心
得
が
よ
く
な
い
者
を
、
そ
れ
ぞ
れ
帳
面
に

記
録
し
、
そ
の
上
で
「
心
得
不
宜
事
三
度
ニ
及
候
へ
は
席
ニ
離
し
相

談
ニ
不
加
」（「
宮
内
家
庄
屋
文
書
」）
と
定
め
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
文
化
四
年
、
弓
削
は
郡
か
ら
の
救
い
米
を
「
郷

約
米
」
と
し
て
貸
付
に
活
用
し
た
際
に
、
道
徳
律
と
し
て
の
『
呂
氏

郷
約
』
の
教
訓
に
基
づ
く
「
大
意
」
を
一
緒
に
提
唱
し
た
。
し
か
し
、

注
意
す
べ
き
は
、『
呂
氏
郷
約
』
の
徳
目
は
、
救
い
米
の
借
用
銀
利

と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
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い
。
つ
ま
り
、『
呂
氏
郷
約
』
の
徳
目
は
、
単
に
教
化
の
た
め
に
用

い
ら
れ
た
と
考
え
る
よ
り
、
む
し
ろ
、「
郷
約
米
」
が
円
滑
に
貸
付

に
機
能
で
き
る
保
障
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

　

喜
多
郡
で
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
ご
ろ
か
ら
大
貯
の
規
模

が
縮
小
し
、「
郷
約
米
」
の
貸
付
が
拡
大
し
た
と
い
う
、「
郷
約
米
」

の
機
能
の
拡
大
が
み
ら
れ
る
（
前
掲
桜
井
）。
ま
た
、「
郷
約
米
」
の

管
理
機
構
と
し
て
、
史
料
上
「
郷
約
御
役
所
」
の
記
録
が
現
れ
た
。

喜
多
郡
で
は
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
に
貸
付
関
係
文
書
に
「
郷

約
御
役
所
ゟ
拝
借
」（「
伊
予
国
伊
予
郡
上
野
村
玉
井
家
文
書
」）
の
記
録
が

確
認
で
き
た
が
、
隣
接
し
て
い
る
伊
予
上
野
村
で
も
そ
れ
よ
り
早
い

文
政
六
年
（
一
八
三
二
）
か
ら
文
書
の
な
か
に
「
郷
約
御
役
所
」
の

言
葉
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
文
政
年
間
に
「
郷
約
御
役
所
」
が
成
立

し
、「
郷
約
米
」
を
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明

治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
、
大
洲
藩
各
郡
に
、「
郷
約
御
役
所
」
よ

り
貸
付
が
み
ら
れ
る
。「
郷
約
米
」
の
影
響
は
喜
多
郡
か
ら
大
洲
諸

地
に
広
が
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
文
化
四
年
以
降
、「
郷
約
米
」
の
貸
付
、
及
び
「
郷
約

御
役
所
」
関
係
の
資
料
の
な
か
に
は
、「
大
意
」
の
書
付
の
よ
う
な
、

「
郷
約
」
の
道
徳
教
化
の
提
唱
関
係
の
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
。
お

そ
ら
く
『
呂
氏
郷
約
』
の
教
化
理
念
が
軽
視
さ
れ
、
郷
約
の
教
化
的

機
能
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

大
洲
藩
に
お
け
る
郷
約
の
発
生
と
展
開

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
洲
藩
で
は
元
文
〜
延
享
年
間
に
か
け
て
、
川

田
雄
琴
に
よ
り
、「
郷
約
」
が
「
発
見
」
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

文
化
年
間
か
ら
「
郷
約
米
」
と
い
う
制
度
を
確
立
し
た
。「
郷
約
米
」

に
教
化
と
し
て
の
「
郷
約
」
が
導
入
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
そ
の

貸
付
の
機
能
を
保
障
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

「
郷
約
米
」
の
展
開
と
と
も
に
、
貸
付
の
保
障
と
し
て
の
郷
約
の
教

化
的
機
能
も
次
第
に
見
ら
れ
な
く
な
り
、「
郷
約
」
と
い
う
名
は
、

単
に
利
殖
効
果
を
得
る
「
郷
約
米
」
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
洲
藩
郷
約
の
発
生
と
展
開
の
背
景
に
は
、
近
世
中
後
期
は
備
荒

貯
蓄
論
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
宋
の
社
倉
法
が

紹
介
さ
れ
、
中
井
竹
山
が
社
倉
論
、
常
平
倉
の
構
想
を
提
示
し
た
。

ま
た
各
地
で
郷
蔵
の
設
置
や
、
三
都
で
の
囲
穀
・
積
金
制
度
が
み
ら

れ
る
。
日
本
各
地
で
郷
約
の
実
践
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
、
こ
の
時
期
で
あ
る
。
文
化
四
年
の
大
洲
藩
喜
多
郡
に
お
け
る

「
郷
約
米
」
の
発
生
は
、
こ
の
よ
う
な
備
荒
貯
蓄
論
の
発
展
と
各
地

の
郷
約
実
践
の
一
事
例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
郷
約
実
践
を
議
論
す
る
の
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
こ
に
あ

る
種
の
分
裂
・
齟
齬
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
成
能
村
の
「
農
民

郷
約
」
は
、「
近
年
不
作
仕
及
二

難
儀
一

候
」（『
好
人
録
』）
と
い
う
状

況
を
念
頭
に
作
ら
れ
た
、
百
姓
の
自
ら
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
素
朴
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に
不
作
に
向
き
合
い
、
そ
れ
を
備
え
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
を

「
郷
約
」
の
理
念
を
も
っ
て
解
釈
し
た
の
は
、「
農
民
郷
約
」
の
外
部

に
位
置
す
る
知
識
人
で
あ
る
。
ま
た
、
救
荒
備
荒
策
と
し
て
登
場
し

た
「
郷
約
米
」
は
、
最
初
は
代
官
に
よ
る
「
大
意
」
を
提
唱
す
る
と

い
う
教
化
的
機
能
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
展
開
と
と
も
に
、
貸
付
の
機

能
の
み
残
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
洲
藩
に
お
け
る
郷
約
は
最
初
か

ら
最
後
ま
で
、
実
施
す
る
民
衆
と
解
釈
す
る
知
識
人
や
治
者
の
二
つ

の
次
元
で
展
開
し
て
お
り
、二
者
の
間
に
齟
齬
・
分
裂
が
生
じ
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
諸
地
域
に
お
い
て
、
郷
約
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
き
た

歴
史
が
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
（
宋
・
明
・
清
王
朝
）・
朝
鮮
・
ベ
ト

ナ
ム
の
郷
約
は
、
社
倉
・
宗
廟
・
郷
学
と
結
合
す
る
場
合
が
多
く
、

い
ず
れ
も
そ
の
教
化
的
機
能
を
重
要
視
す
る
傾
向
が
あ
る
と
さ
れ
て

き
た
。
従
来
、
近
世
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
お
け
る
儒
学
思
想
の
受
容
を

検
討
す
る
際
、
各
地
域
に
お
け
る
同
質
的
な
も
の
が
強
調
さ
れ
て
き

た
た
め
、
大
洲
藩
に
お
け
る
郷
約
の
展
開
に
み
ら
れ
る
教
化
的
機
能

の
消
失
は
、
独
特
な
事
例
と
み
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

災
害
に
面
し
て
、
ま
た
は
災
害
を
経
験
し
、
そ
れ
に
備
え
る
と
き
、

大
洲
藩
の
事
例
で
見
た
、
二
つ
の
次
元
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
、
よ
り

機
能
的
・
経
済
的
に
解
釈
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
常
態

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、
大
洲
藩
の
事
例
を
念
頭
に
、
当
該

期
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
お
け
る
儒
学
受
容
と
実
践
の
実
態
を
再
考
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
兵
士
の
死
」
の
国
際
的
な
抑
制
の
時
代�

（
加
藤
真
生
）

は
じ
め
に

　

明
治
期
の
日
本
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
と
い
う
二
つ
の
対
外
戦

争
を
経
験
し
た
。
日
清
戦
争
は
戦
死
者
の
内
、
約
九
割
が
コ
レ
ラ
や

赤
痢
と
い
っ
た
急
性
感
染
症
に
よ
る
病
死
者
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
疾

病
と
の
戦
争
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
近
代
日
本
の
対
外
進
出

を
め
ぐ
る
課
題
と
し
て
、
感
染
症
と
い
う
存
在
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
こ
と
を
示
す
。
一
方
、
日
露
戦
争
で
は
、
コ
レ
ラ
や
赤
痢
と
い
っ

た
急
性
感
染
症
が
抑
制
さ
れ
、
戦
傷
死
者
が
戦
病
死
者
を
上
回
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
世
界
史
的
に
見
て
も
初
の
こ
と
と
し
て
、

か
つ
欧
米
諸
国
陸
軍
の
衛
生
体
制
に
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
も
の

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
感
染
症
を
抑
制
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
軍
事
的
進
出
範
囲
や
そ
の
質
が
変
化
し
た
こ

と
は
近
代
日
本
の
対
外
進
出
史
に
お
い
て
一
つ
の
画
期
を
迎
え
た
こ

と
を
意
味
す
る
。

　

で
は
、
こ
の
日
露
戦
争
に
お
け
る
感
染
症
の
抑
制
は
な
ぜ
達
成
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
日
清
戦
争

に
お
け
る
疾
病
経
験
の
教
訓
に
基
づ
い
た
結
果
と
評
価
さ
れ
て
き
た（

（
（

。

そ
の
点
は
確
か
に
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
評
価
は
日

清
・
日
露
戦
間
期
に
展
開
し
た
日
本
陸
軍
軍
医
部
の
医
学
・
衛
生
学
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的
取
り
組
み
の
一
面
し
か
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
日
露
戦
争
の
日
本
陸
軍
軍
医
部
に
つ
い
て
報
告
し
た
ア

メ
リ
カ
陸
軍
軍
医
シ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
日
本
陸
軍
軍
医
部
の
感
染

症
対
策
は
欧
米
の
最
新
の
科
学
を
積
極
的
に
導
入
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う（

（
（

。
ま
た
、
北
清
事
変
時
点
で
の
日
本
陸
軍
の
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
、
当
時
軍
医
部
長
を
務
め
た
前
田
政
四
郎
は
、
日
本
陸
軍

の
対
策
が
日
清
戦
争
時
点
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
欧
米
各
国
と
比

べ
物
に
な
ら
な
い
と
報
告
し
た（

（
（

。

　

以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
日
清
・
日
露
戦
間
期
に
お
け
る
日
本
陸
軍

軍
医
部
の
医
学
・
衛
生
学
取
り
組
み
は
、
第
一
に
日
清
戦
争
に
お
け

る
疾
病
経
験
の
み
で
対
応
策
を
生
産
す
る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
、
第
二
に
欧
米
諸
国
の
陸
軍
軍
医
部
と
の
学
術
的
な
対
話
の

中
で
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
先
行
研
究
で

の
評
価
は
一
国
史
的
な
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日

清
・
日
露
戦
争
で
の
感
染
症
問
題
の
展
開
を
捉
え
る
に
は
欧
米
諸
国

の
陸
軍
軍
医
部
の
動
向
と
日
本
陸
軍
軍
医
部
の
関
係
性
に
も
留
意
し

た
検
討
が
不
可
欠
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
は
、
明
治
期
日
本
の

対
外
進
出
が
い
か
な
る
学
知
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
の
在
り
方
の
中
で

展
開
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
政
治
・
外
交

史
的
分
析
が
中
心
で
あ
っ
た
当
該
期
の
研
究
を
相
対
化
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
を
分
析

時
期
に
設
定
し
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
催
さ
れ
て
い
た
医
学
・
衛

生
学
に
関
す
る
国
際
会
議
の
軍
事
医
療
部
会
に
注
目
し
、
ど
う
い
っ

た
時
代
背
景
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
、
そ
こ
に
日
本

陸
軍
軍
医
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
国
際
会
議
に
適
応
す
る
た
め
に
日
本
国
内
で
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
の
か
、
特
に
陸
軍
省
医
務
局
長
を
務

め
た
小
池
正
直
に
注
目
し
て
検
討
す
る
。

　

①�「
兵
士
の
死
」
の
国
際
的
な
抑
制
と
い
う
共
通
利
益
の
成
立
と

国
際
会
議

　

一
九
世
紀
初
め
か
ら
半
ば
に
か
け
て
、
欧
米
諸
国
の
軍
隊
で
は
戦

時
に
お
け
る
兵
士
の
死
亡
率
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
死
亡
率

を
上
昇
さ
せ
る
主
要
な
要
因
の
一
つ
が
、
赤
痢
や
腸
チ
フ
ス
な
ど
の

急
性
感
染
症
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
兵
営
や
戦
場
は
特
殊
な
環
境
下
に

あ
る
た
め
、
通
常
の
医
学
・
衛
生
学
に
よ
る
治
療
・
予
防
法
が
十
分

に
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
欧
米

諸
国
で
は
軍
事
医
学
・
衛
生
学
と
い
う
新
た
な
専
門
領
域
が
成
立
し
、

さ
ら
に
一
九
世
紀
後
半
に
は
各
国
軍
隊
が
持
つ
軍
事
医
学
・
衛
生
学

に
関
す
る
知
見
を
国
際
会
議
と
い
う
場
で
共
有
・
議
論
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

で
は
、
国
際
会
議
を
め
ぐ
る
各
国
間
の
関
係
性
は
い
か
な
る
も
の

だ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
万
国
医
事
会
議（

（
（

の
軍
事
医
療
部
会
を
事
例

に
簡
単
に
見
て
い
き
た
い
。
万
国
医
事
会
議
の
軍
事
医
療
部
会
は
一
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八
八
一
年
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
目
の
会
議
に
お
い
て
初

め
て
設
立
さ
れ
た
。
本
部
会
で
の
開
会
挨
拶
で
は
、
国
家
間
の
妬
み

無
し
に
、
学
術
的
に
専
門
的
な
知
見
を
オ
ー
プ
ン
に
議
論
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
会
議
と
い
う
場
に
お
け
る

学
術
的
な
オ
ー
プ
ン
性
は
、
後
年
の
会
議
お
い
て
も
求
め
ら
れ
続
け

て
お
り
、
協
調
的
に
学
術
交
流
を
行
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た（

（
（

。

　

た
だ
し
、
平
和
的
に
開
催
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
国
際
会

議
に
は
主
催
国
の
お
披
露
目
的
要
素
が
あ
り
、
開
催
内
容
が
そ
の
国

の
評
価
に
直
結
す
る
こ
と
や
、
学
術
的
に
は
競
争
的
な
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
緊
張
感
も
伴
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
国
際
会
議
と
い
う

場
で
は
、
軍
事
医
学
・
衛
生
学
と
い
う
専
門
的
な
学
知
を
発
信
し
、

学
術
的
な
対
話
を
行
え
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。

　

で
は
、
日
本
陸
軍
軍
医
は
こ
の
会
議
に
い
つ
か
ら
参
加
し
、
学
術

報
告
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
管
見
の
限
り
、
初
参
加
が
確
認

さ
れ
る
の
は
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ

た
第
一
〇
回
の
会
議
で
あ
る
。
た
だ
し
、
公
式
に
招
待
を
受
け
て
い

た
様
子
は
な
く
、
主
催
国
の
ド
イ
ツ
の
取
り
計
ら
い
で
参
加
で
き
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
次
回
の
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
に
ロ
ー
マ

で
開
催
さ
れ
た
第
一
一
回
会
議
か
ら
公
式
に
招
待
さ
れ
、
初
の
報
告

も
行
っ
た
。
以
後
、
全
て
の
会
議
に
日
本
陸
軍
軍
医
は
招
待
さ
れ
、

毎
回
で
は
無
い
も
の
の
報
告
も
行
っ
て
い
た
。

　

次
に
ど
う
い
っ
た
内
容
の
報
告
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
整
理
す
る
。

初
参
加
の
会
議
で
は
日
本
陸
軍
の
衛
生
統
計
に
関
す
る
報
告
を
行
っ

た
。
そ
の
後
の
会
議
で
は
日
清
戦
争
に
関
す
る
報
告
や
台
湾
の
マ
ラ

リ
ア
に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
の
報
告
も
一
定
の
評
価
を

受
け
て
い
た
。
統
計
、
戦
争
、
熱
帯
医
療
、
ど
れ
も
同
時
代
の
欧
米

諸
国
に
お
い
て
も
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
清

戦
争
以
降
の
日
本
陸
軍
軍
医
部
は
欧
米
の
需
要
に
応
じ
て
自
国
の
経

験
を
学
術
的
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
陸
軍
軍
医
部
か
ら
国
外
に
対
し
軍
事
医

学
・
衛
生
学
に
関
す
る
発
信
を
行
え
て
い
た
こ
と
が
、
欧
米
諸
国
陸

軍
軍
医
部
と
の
学
術
的
な
関
係
性
を
構
築
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
日
本
陸
軍
軍
医
部
で
は
ど
の
よ
う
に
専

門
的
な
学
知
を
備
え
た
軍
医
を
養
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。

　

②
欧
米
社
会
へ
の
学
術
的
な
適
応

─
小
池
正
直
に
注
目
し
て

　

小
池
正
直
は
、
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
に
東
京
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
、
陸
軍
軍
医
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
東
大
医
学
部
出
身

の
軍
医
の
第
一
期
生
で
、
森
林
太
郎
な
ど
が
同
期
に
い
る
。
明
治
二

一
（
一
八
八
八
）
年
か
ら
約
二
年
間
ド
イ
ツ
留
学
し
、
帰
国
後
陸
軍

軍
医
学
校
教
官
に
任
官
さ
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）

年
に
は
陸
軍
省
医
務
局
長
に
就
任
し
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年

に
は
陸
軍
軍
医
学
校
校
長
兼
事
務
取
扱
兼
務
と
な
り
、
日
露
戦
争
で

は
野
戦
衛
生
長
官
を
務
め
る
な
ど
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初

頭
に
か
け
て
陸
軍
軍
医
部
の
教
育
、
研
究
、
組
織
の
中
枢
に
い
た
人
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物
で
あ
っ
た
。
以
下
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
小
池
の
軍
医
論

に
焦
点
を
当
て
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　

小
池
の
軍
医
論
・
組
織
論
は
ド
イ
ツ
留
学
以
降
、
具
体
的
に
な
っ

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
留
学
中
に
上
司
の
石

黒
忠
悳
に
対
し
て
送
っ
た
書
簡
で
は
、
軍
医
の
専
門
を
軍
事
衛
生
・

外
科
の
二
つ
と
し
、
陸
軍
軍
医
学
校
が
そ
の
専
門
を
磨
く
場
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
帰
国
後
の
小
池
は
、
軍
医
は
正
確

な
学
問
と
高
尚
な
技
術
に
裏
付
け
ら
れ
た
職
務
を
遂
行
す
る
も
の
と

し
、
学
問
で
裏
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
行
う
こ
と
を
否
定
す
る
と
と

も
に
、
専
門
外
の
事
柄
に
つ
い
て
責
め
る
よ
う
な
こ
と
は
「
分
業

論
」
に
反
す
る
た
め
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、
軍

医
に
は
専
門
性
を
磨
く
こ
と
を
求
め
、
博
識
的
で
あ
る
こ
と
は
求
め

ら
れ
な
い
と
も
し
て
い
た（

（
（

。
小
池
は
ド
イ
ツ
の
軍
事
衛
生
制
度
を
調

査
す
る
中
で
、
軍
医
は
軍
事
医
学
・
衛
生
学
と
い
う
領
域
の
専
門
医

で
あ
り
、
軍
医
の
組
織
・
勤
務
も
そ
う
い
っ
た
専
門
的
知
見
に
よ
っ

て
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
、
専
門
性
を
重
視
す
べ
き
と
い
う
姿
勢
は
、
陸
軍
省
医

務
局
長
就
任
後
の
組
織
方
針
に
も
色
濃
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
医

務
局
長
就
任
直
後
の
人
事
に
関
す
る
小
池
の
執
務
方
針
で
は
、
学
術

的
に
素
養
の
無
い
「
老
朽
者
」
は
予
備
後
備
役
に
回
っ
て
も
ら
い
た

い
と
過
激
な
表
現
で
表
明
し
て
い
た
。
実
際
、
清
国
駐
屯
軍
に
派
遣

す
る
軍
医
や
、
国
際
会
議
お
よ
び
留
学
派
遣
者
も
大
卒
に
限
定
し
、

昇
進
に
つ
い
て
も
年
功
序
列
的
な
在
り
方
を
改
革
し
古
参
軍
医
か
ら

批
判
を
受
け
て
い
た（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
学
術
的
な
側
面
を
重
視
す
る
人

事
の
在
り
方
は
、
当
時
の
陸
軍
軍
医
部
の
み
な
ら
ず
陸
軍
全
体
的
に

推
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
の
た
め
、
小
池
の
専
門
性
を

重
視
し
た
陸
軍
軍
医
部
改
革
も
強
力
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
清
戦
争
以
降
の
日
本
陸
軍
軍
医
部
は
、
陸
軍

全
体
の
人
事
改
革
を
背
景
に
、
ド
イ
ツ
留
学
経
験
の
あ
る
小
池
を
中

心
と
し
て
、
学
術
面
を
評
価
軸
に
置
く
組
織
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。

つ
ま
り
日
清
戦
争
以
降
の
陸
軍
軍
医
部
で
は
、
軍
事
医
学
・
衛
生
学

の
医
師
と
し
て
の
軍
医
と
い
う
存
在
が
確
立
さ
れ
て
い
き
、
軍
医
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
に
基
づ
い
た
分
業
体
制
が
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
以
上
の
よ
う
な
改
革
を
進
め
つ
つ
、
さ
ら
に
日
清
・
日
露
戦
間

期
に
は
、
同
時
代
の
欧
米
社
会
で
展
開
し
て
い
た
軍
事
医
学
・
衛
生

学
を
巡
る
国
際
的
な
協
調
体
制
に
対
し
、
日
本
陸
軍
軍
医
部
か
ら
も

学
知
を
開
示
す
る
こ
と
で
、
欧
米
諸
国
陸
軍
軍
医
部
と
学
術
的
な
関

係
性
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
欧
米
社
会
に
対
す
る

学
術
的
な
適
応
を
進
め
た
こ
と
が
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
感
染
症
抑

制
の
意
味
を
検
討
す
る
う
え
で
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
本
報
告
で
は
、
陸
軍
軍
医
部
の
専
門
性
を
担
保
す
る
研
究
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体
制
の
展
開
や
職
業
と
し
て
の
軍
医
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ

る
思
想
的
展
開
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
は
手
が
及
ば
な
か
っ
た
。

特
に
前
者
に
つ
い
て
は
同
時
代
の
医
学
・
衛
生
学
お
よ
び
人
類
学
や

統
計
学
等
、
隣
接
諸
学
問
組
織
と
の
関
係
性
に
も
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
は
近
代
日
本
に
お
い
て
軍
事
医
学
・
衛
生
学
と
い
う
専

門
領
域
を
確
立
さ
せ
る
う
え
で
、
隣
接
諸
学
問
と
の
対
話
が
不
可
欠

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
内
に
お
け
る
動
向
と
本
報
告
で

論
じ
た
国
際
的
な
動
向
と
の
結
び
つ
き
に
留
意
す
る
こ
と
で
、
一
九

世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
対
外
進
出
と
学
知
の
関
係

性
の
展
開
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
（
1
）　

Ｗ
・
マ
ク
ニ
ー
ル
『
疾
病
と
世
界
史
（
下
）』（
佐
々
木
昭
夫
訳
、
中
公

文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）、Claire H
errick, “T

he Conquest of the Silent 
Foe: British and A

m
erican M

ilitary M
edical Reform

 Rhetoric 
and the Russo-Japanese W

ar,” in  Roger Cooter, M
ark H

arrison 
and Steve Sturdy eds., M

edicine and M
odern W

arfare, Rodopi, 
1999 

な
ど
。

（
2
）　

大
江
志
乃
夫
『
日
露
戦
争
の
軍
事
史
的
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七

六
年
）、
飯
島
渉
・
脇
村
孝
平
「
衛
生
と
帝
国

─
日
英
植
民
地
主
義
の
比

較
史
的
考
察
に
向
け
て
」（『
日
本
史
研
究
』
四
六
二
号
、
二
〇
〇
一
年
）
な

ど
。

（
3
）　
「
戦
地
ノ
日
本
軍
医
」（『
軍
医
学
会
雑
誌
』
第
一
四
一
号
、
一
九
〇
四

年
）
一
六
二
頁
。

（
4
）　

前
田
政
四
郎
「
明
治
三
十
三
年
北
清
事
変
の
衛
生
事
項
に
関
す
る
所

見
」（『
軍
医
学
会
雑
誌
』
第
一
二
七
号
、
一
九
〇
二
年
）。

（
5
）　

万
国
医
事
会
議
と
は
、
科
学
の
発
展
と
い
う
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て

主
要
国
が
緊
密
な
連
帯
を
示
し
た
特
異
な
国
際
大
会
と
評
価
さ
れ
た
医
学
に

関
す
る
国
際
会
議
で
あ
る
。
一
八
六
七
年
に
パ
リ
で
初
回
大
会
が
開
催
さ
れ

て
以
降
、
二
〜
三
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
っ
た
（
小
川
眞
里
子
『
病
原
菌

と
国
家

─
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
衛
生
・
科
学
・
政
治
』
名
古
屋
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
六
年
）
一
九
四
〜
一
九
六
頁
参
照
。

（
6
）　W

illiam
 M

ac Corm
ac, T

ransactions of the International 
M

edical Congress Seventh Session, vol. 2, London: J. W
. K

olckm
ann, 

1881, p. 481.

（
7
）　

石
黒
忠
悳
宛
書
簡
（
一
八
八
九
年
六
月
一
一
日
。
佐
藤
恒
丸
等
編
『
男

爵
小
池
正
直
伝
』
陸
軍
軍
医
団
、
一
九
四
〇
年
）
五
四
〜
五
五
頁
。

（
8
）　
「
独
逸
の
平
時
戦
時
衛
生
規
則
を
読
む
」（『
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
』
第

五
九
号
、
一
八
九
三
年
）
な
ど
。

（
9
）　

前
掲
佐
藤
『
男
爵
小
池
正
直
伝
』
四
四
八
〜
四
五
〇
頁
。

（
10
）　

大
江
洋
代
「
日
清
戦
争
後
に
お
け
る
軍
備
拡
張
と
陸
軍
官
僚
制
の
成
立

─
能
力
主
義
と
専
門
領
域
の
確
立
」（『
明
治
期
日
本
の
陸
軍

─
官
僚
制

と
国
民
軍
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）。

日本思想史学53-パネル-石原氏他　　［出力］ 2021年9月30日　午後5時58分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



47　日本思想史と災厄

災�
因
論
の
手
前
で
─
津
軽
の
巫
俗
を
中
心
に
日
常
の
不
幸
を

考
え
る�

（
村
上
晶
）

　

シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
括
ら
れ
る
人
々
が
媒
介
す
る
と
さ
れ
る
超
自

然
的
な
力
を
人
が
求
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
病
が
一
つ
の
大
き
な
契

機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
世
界
各
地
で
、
ま
た
日
本
に
お
い
て
も
広

く
観
察
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
津

軽
地
方
に
お
い
て
も
、「
カ
ミ
サ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
巫
者
の
活
躍
が

見
ら
れ
、
依
頼
者
の
相
談
事
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
依
頼
者
た

ち
が
持
ち
込
む
相
談
事
の
中
で
、
日
常
に
降
り
か
か
る
災
厄
と
し
て

の
病
の
存
在
は
大
き
い
。

　

震
災
や
新
型
コ
ロ
ナ
と
い
っ
た
世
界
規
模
・
国
家
規
模
の
災
厄
が

世
を
賑
わ
せ
、
連
日
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
が
そ
れ
を
報
じ
て
い
る
よ

う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
漠
然
と
し
た
不
安
感
が
人
々
を
覆
う
と
い
う

こ
と
も
現
実
に
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、

耐
え
ら
れ
な
い
腰
の
痛
み
に
悩
ん
で
い
る
個
人
に
と
っ
て
は
、
い
ま
、

こ
の
腰
の
痛
み
の
ほ
う
が
は
る
か
に
重
要
な
悩
み
で
あ
り
、
ま
ず
対

処
す
べ
き
は
こ
の
痛
み
な
の
で
あ
る
。
災
厄
と
は
何
か
と
考
え
た
時

に
、
個
人
に
よ
っ
て
直
接
的
に
経
験
さ
れ
る
痛
み
・
苦
し
み
を
差
し

置
い
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

上
記
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
本
発
表
で
は
、
津
軽
地
方
で
収
集
し

た
人
々
の
不
幸
（
特
に
病
）
に
つ
い
て
の
語
り
の
具
体
的
な
事
例
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、「
災
因
論
」
の
議
論
を
軸
と
し
て
、
災
厄
を
め

ぐ
る
人
々
の
思
考
の
あ
り
様
に
つ
い
て
論
じ
た
。
紙
幅
の
関
係
上
、

本
稿
に
お
い
て
は
発
表
内
で
扱
っ
た
具
体
例
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て

割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
予
め
記
し
て
お
き
た
い
。

　

カ
ミ
サ
マ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
召
命
型
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
り
、
原

因
不
明
の
病
や
悩
み
な
ど
を
き
っ
か
け
と
し
て
神
仏
を
拝
む
生
活
に

入
り
、
先
輩
カ
ミ
サ
マ
の
も
と
で
の
修
行
な
ど
の
末
、
そ
の
力
が
周

囲
の
評
判
と
な
り
、
依
頼
者
が
集
ま
り
始
め
、
次
第
に
本
人
に
も
カ

ミ
サ
マ
と
し
て
の
自
覚
が
出
て
く
る
と
い
っ
た
の
が
よ
く
見
受
け
ら

れ
る
成
巫
過
程
で
あ
る
。
そ
う
し
た
カ
ミ
サ
マ
た
ち
は
人
々
の
不
幸

と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
一
つ
の
事
例
を
次
に
示
す
。

【
事
例
一
】
弘
前
市
Ｔ
地
区
の
五
十
代
の
女
性
は
、
弘
前
市
内
に

住
む
カ
ミ
サ
マ
Ｙ
の
顧
客
で
あ
る
。
彼
女
の
場
合
、
ま
ず
姉
が
カ

ミ
サ
マ
Ｙ
の
も
と
を
訪
問
し
、
そ
の
際
に
、
妹
に
は
悪
い
も
の
が

憑
き
や
す
い
と
の
指
摘
を
受
け
る
。
彼
女
（
つ
ま
り
妹
）
は
、
気

分
の
浮
き
沈
み
に
悩
み
、
ひ
ど
く
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
姉
か
ら
聞
い
た
こ
の
言
葉
に
感
じ
る
も
の
が
あ
り
、
カ
ミ

サ
マ
Ｙ
を
自
ら
も
訪
問
す
る
こ
と
に
し
た
。
カ
ミ
サ
マ
Ｙ
に
は
、

彼
女
の
夫
方
に
首
を
吊
っ
た
人
が
い
て
、
そ
の
霊
が
憑
い
て
い
る

と
言
わ
れ
る
。
先
祖
供
養
の
重
要
性
を
説
か
れ
た
彼
女
は
、
カ
ミ

サ
マ
Ｙ
の
通
う
寺
院
Ａ
を
紹
介
さ
れ
、
そ
こ
で
供
養
を
行
う
よ
う

に
な
っ
た
（
二
〇
一
四
年
五
月
七
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
）。
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こ
こ
で
は
、
女
性
の
精
神
的
な
不
安
定
さ
が
、
自
殺
し
た
先
祖
の

霊
の
せ
い
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
寺
院
で
の
供
養

と
い
う
実
践
で
そ
れ
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
病
や
災
い
の
原
因
・
意
味
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
は
「
災
因

論
」
の
語
の
も
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
枠

組
み
の
妥
当
性
等
に
つ
い
て
は
種
々
に
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
災
因
論
と
い
う
括
り
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
捉
え
ら
れ
て
き

た
事
例
群
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
災
い
に
対
す
る
同
じ
傾

向
を
有
す
る
一
つ
の
語
り
の
種
類
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

　

そ
も
そ
も
災
因
論
の
語
は
長
島
信
弘
が
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
＝

プ
リ
チ

ャ
ー
ド
の
『
ヌ
ア
ー
族
の
宗
教
』
の
「
解
説
」
に
お
い
て
は
じ
め
て

使
用
し
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
阿
部
年
晴
に
よ
れ
ば
災
因
論
の
特
徴
は
次

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
日
々
の
災
難
は
通
常
日
常
的
な
習
俗

（
ル
ー
テ
ィ
ン
）
に
し
た
が
っ
て
対
処
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
の
問
い
と

説
明
は
、
主
と
し
て
「
い
か
に how

」
の
線
に
沿
っ
て
な
さ
れ
る
。

し
か
し
日
常
の
ル
ー
テ
ィ
ン
で
対
処
で
き
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
事
態
、

た
と
え
ば
、
ふ
だ
ん
な
ら
薬
で
治
る
病
気
が
い
つ
ま
で
も
治
ら
な
い

場
合
や
、
不
幸
が
連
続
す
る
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
託
宣
や
占
い
な

ど
の
広
義
の
呪
術
の
出
番
と
な
り
、
そ
の
異
常
な
事
態
の
説
明
、
原

因
が
改
め
て
探
求
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
な
ぜ w

hy

」（
な
ぜ
他
人
で

は
な
く
私
が
…
…
、
な
ぜ
ほ
か
な
ら
ぬ
今
こ
こ
で
…
…
）
が
問
わ
れ
る
と
い

う（
（
（

。
先
の
事
例
に
即
し
て
い
え
ば
、「
夫
方
の
首
を
吊
っ
た
人
の
霊
」

が
憑
い
た
こ
と
が
、
話
者
の
気
分
の
浮
き
沈
み
が
激
し
い
の
は
な
ぜ

か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
カ
ミ
サ
マ
か
ら
与
え
ら
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、「
な
ぜ
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
人
々
の
答
え
を
、
現

象
の
「
原
因
」
と
見
な
す
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
あ
る
日
穀
物
貯
蔵
庫
が
倒
壊
し
て
下
に
い
た
人
々
が
け
が

を
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
場
合（

（
（

、how

に
対
す
る
答
え
と
し

て
は
、
シ
ロ
ア
リ
に
喰
わ
れ
て
柱
が
腐
敗
し
て
い
た
な
ど
を
指
摘
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
＝

プ
リ
チ
ャ
ー
ド
に

よ
れ
ば
彼
が
事
例
と
し
て
い
る
ア
ザ
ン
デ
の
人
々
は
シ
ロ
ア
リ
に
よ

っ
て
柱
が
痛
ん
で
い
た
こ
と
は
知
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
妖
術
の
せ

い
だ
と
す
る
。
妖
術
こ
そ
が
普
段
は
倒
れ
る
こ
と
の
な
い
小
屋
が
倒

れ
、
他
で
も
な
い
そ
の
個
人
が
け
が
を
し
た
と
い
うw

hy

に
答
え

を
与
え
る
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
浜
本
満
は
、how

とw
hy

に

対
す
る
こ
の
二
つ
の
応
答
を
、
二
つ
の
対
等
な
「
原
因
」、
あ
る
い

は
「
二
種
類
の
原
因
」
と
し
て
み
な
す
こ
と
へ
疑
問
を
呈
し
て
い
る（

（
（

。

浜
本
に
よ
れ
ば
、「
そ
れ
は
妖
術
で
あ
る
」
と
い
う
言
及
を
な
す
こ

と
で
ア
ザ
ン
デ
の
人
々
は
、
そ
れ
を
原
因
と
し
て
特
定
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
単
に
そ
の
「
異
常
性
」
を
語
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
あ
る
不
幸
な
出
来
事
に
つ
い
て
「
つ
い
て
な
か

っ
た
」
と
言
う
時
の
よ
う
に
、
あ
る
一
つ
の
特
殊
な
語
り
の
あ
り
方

な
の
で
は
な
い
か
と
す
る（

（
（

。
さ
ら
に
浜
本
に
よ
れ
ば
、how

の
問
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い
は
、
非
人
称
的
な
答
え
（
自
然
科
学
的
な
「
原
因
」
が
そ
の
代
表
）
を

指
向
す
る
の
に
対
し
て
、w

hy

の
問
い
は
、
人
称
性
を
先
鋭
化
す

る
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　

病
に
対
す
る
自
然
科
学
的
な
説
明
（
＝
非
人
称
的
な
答
え
）
は
、
万

能
で
は
な
い
に
せ
よ
、
確
か
に
災
厄
の
直
接
的
な
原
因
を
教
え
て
く

れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
そ
の
現
象
が
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
個
人
に
突
き
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、「
な
ぜ
私
に
」

と
い
う
個
々
の
苦
悩
を
逆
に
深
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
他
方
で
、

w
hy

の
問
い
は
、
無
数
の
プ
ロ
ッ
ト
（how

の
問
い
と
答
え
も
こ
の
な

か
に
含
ま
れ
る
）
の
中
か
ら
、
そ
の
主
体
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
物
語

を
導
き
出
す
作
業
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
編
み
出

さ
れ
た
物
語
が
災
因
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
に
従
え
ば
、
災
因
論
と
し
て
研
究
者
た
ち
が
取
り
上
げ
て
き

た
発
話
の
中
で
人
々
が
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
厳
密
に
は
災
厄
の
原

因
の
探
求
で
は
な
く
、
わ
が
身
に
降
り
か
か
っ
た
あ
る
現
象
を
、
一

つ
の
語
り
と
し
て
組
み
上
げ
て
い
く
と
い
う
作
業
で
あ
る
と
い
え
る
。

で
は
、
災
厄
のw

hy

に
答
え
る
語
り
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

性
格
を
も
つ
も
の
な
の
か
。

　

ア
ラ
ン
・
ヤ
ン
グ
の
指
摘
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
。
ヤ
ン
グ
は
西
洋
医
学
の
性
質
と
、
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
＝

プ
リ
チ
ャ
ー
ド
の
論
じ
る
ア
ザ
ン
デ
の
病
の
説
明
と
を
比
較
す
る
。

曰
く
、
前
者
は
「
医
療
」
的
な
事
柄
を
内
部
に
向
か
う
視
点
か
ら
見

る
傾
向
に
あ
る
。
西
洋
の
医
師
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
読
み
、
外

科
手
術
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
ん
だ
身
体
の
内
部
を
覗
く
。
そ
し

て
皮
膚
の
下
に
意
味
世
界
を
発
見
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
ザ
ン

デ
は
外
部
に
向
か
う
ま
な
ざ
し
を
好
む（

（
（

。
つ
ま
り
、
呪
術
使
い
な
ど

の
身
体
の
外
部
の
存
在
を
も
ち
い
て
症
状
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。

東
畑
は
こ
れ
を
受
け
て
、
霊
と
い
っ
た
自
己
の
外
部
の
存
在
を
想
定

す
る
沖
縄
の
ユ
タ
の
事
例
を
、「
外
在
化
の
治
療
文
化
」
の
一
例
と

し
て
論
じ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
ま
で
の
議
論
と
つ
な
げ
れ
ば
、
内
在
化
の

治
療
文
化
はhow

の
問
い
と
よ
り
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
つ

ま
り
、
個
人
の
病
が
い
か
に
し
て
生
じ
た
の
か
、
器
質
的
疾
患
の
有

無
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
原
因
を
突
き
止
め
よ
う
と

試
み
、
治
療
に
よ
っ
て
そ
の
不
幸
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
。
他
方
で
、

外
在
化
の
治
療
文
化
はw

hy

の
問
い
と
呼
応
す
る
。
先
の
事
例
一

も
そ
う
し
た
例
と
し
て
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
カ
ミ
サ

マ
な
ど
の
巫
者
は
、
依
頼
場
面
を
通
し
て
そ
う
し
た
外
在
化
の
語
り

を
担
う
存
在
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
外
在
化
の
発
想
に
慣
れ
親
し
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
生
業

と
し
て
い
る
カ
ミ
サ
マ
で
さ
え
も
、
日
常
会
話
に
お
い
て
は
最
初
に

how
を
問
う
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ど
の
程
度
の
問
題
な

ら
ばw

hy

の
問
い
へ
と
移
行
す
る
の
か
、
そ
れ
は
個
人
に
よ
っ
て

も
、
問
題
の
種
類
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
し
か
し
、
特
に
病
の
場
合
、

そ
の
探
究
の
最
初
の
段
階
に
は
ま
ずhow

の
問
い
が
あ
る
。
そ
し
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て
災
因
論
はhow

を
問
う
こ
と
の
限
界
の
末
に
た
ど
り
着
く
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。

　

災
因
論
と
し
て
の
呪
術
を
論
じ
る
文
脈
で
阿
部
は
、「
呪
術
的
行

為
が
最
終
的
に
目
指
す
の
は
日
常
性
を
回
復
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と

す
る（

（
（

。
原
因
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
出
来
事
は
、「
生
霊
」
な

ど
の
外
部
の
存
在
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
済
み

の
問
題
と
な
り
、
そ
の
個
人
は
次
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

石
井
美
保
は
災
因
論
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
う
し
た
物
語
が
、「
苦
悩

か
ら
の
救
済
を
も
た
ら
し
う
る
一
方
で
、「
問
う
な
、
も
う
こ
れ
以

上
」
と
命
じ
る
力
を
秘
め
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る（

（1
（

。
災

因
論
は
、
不
幸
を
め
ぐ
る
思
考
を
完
結
さ
せ
る
と
い
う
側
面
を
も
つ
。

カ
ミ
サ
マ
を
中
心
と
し
た
事
例
の
場
合
、
個
人
を
苦
し
め
て
い
た
病

や
不
幸
は
、
地
域
で
共
有
さ
れ
て
い
る
神
仏
に
関
わ
る
発
想
群
の
内

の
い
く
つ
か
が
動
員
さ
れ
て
、
カ
ミ
サ
マ
に
よ
っ
て
外
在
化
の
物
語

が
作
ら
れ
る
。
そ
れ
が
依
頼
者
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
時
、
依
頼
者

は
そ
の
不
幸
の
「
な
ぜ
」
を
問
い
続
け
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば
、
さ
ら
な
る
思
考
の
可
能
性
、
原
因
の
究

明
の
放
棄
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

災
厄
の
経
験
が
思
想
を
鍛
え
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え

る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
思
想
の
さ
ら
な
る
展
開
を
生
み
出
す
の
は

災
因
論
の
手
前
で
考
え
続
け
る
こ
と
を
通
し
て
で
あ
る
と
い
え
る
。

な
ぜ
な
ら
災
因
論
と
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
外
部
の
存

在
を
話
の
オ
チ
と
し
、
物
語
を
閉
じ
て
い
こ
う
と
す
る
語
り
と
し
て

特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
々

は
問
い
続
け
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
て
日
常
生
活
に
戻
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
る
解
釈
や
説
明
は
場
当
た
り
的

で
、
一
貫
し
て
い
な
い
。
災
因
論
は
、
多
く
の
矛
盾
を
含
み
込
み
な

が
ら
、
そ
の
特
定
の
文
脈
に
お
い
て
の
み
「
体
系
的
に
」
な
る
よ
う

な
実
践
的
な
説
明（

（1
（

で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
そ
の
都
度
的
で
、
さ
ら
な

る
思
考
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
よ
う
な
語
り
こ
そ
、
日
常
生
活
を
営
ん

で
い
く
上
で
は
欠
か
せ
な
い
知
的
な
営
み
で
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し

た
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
災
厄
に
つ
い
て
の
語
り
は
、
思
想
史
と
い
う

大
き
な
流
れ
の
中
で
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

も
し
く
は
特
段
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
見
極
め
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
手
法
を
と
る
べ
き

な
の
か
。
課
題
は
多
い
が
、
人
間
の
知
的
営
み
を
考
え
て
い
く
上
で

は
、
小
さ
な
語
り
と
大
き
な
思
想
の
流
れ
の
双
方
へ
の
目
配
り
と
接

点
の
模
索
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注
（
1
）　

長
島
信
弘
「
序
」（『
一
橋
論
叢
』
第
九
〇
巻
第
五
号
、
一
九
八
三
年
）

五
九
五
頁
。

（
2
）　

阿
部
年
晴
「
習
俗
論
か
ら
み
た
呪
術
」（
白
川
千
尋
・
川
田
牧
人
編

『
呪
術
の
人
類
学
』
人
文
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
二
八
六
頁
。
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（
3
）　

Ｅ
・
Ｅ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
＝

プ
リ
チ
ャ
ー
ド
『
ア
ザ
ン
デ
人
の
世
界
』

（
向
井
元
子
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
4
）　

浜
本
満
「
不
幸
の
出
来
事

─
不
幸
の
語
り
に
お
け
る
「
原
因
」
と

「
非
・
原
因
」」（
吉
田
禎
吾
編
『
異
文
化
の
解
読
』
平
河
出
版
社
、
一
九
八

九
年
）
六
五
頁
。

（
5
）　

同
前
、
六
八
頁
。

（
6
）　

同
前
、
八
九
頁
。

（
7
）　

ア
ラ
ン
・
ヤ
ン
グ
「
人
類
学
・
精
神
医
学
・
科
学

─

PT
SD

に
お

け
る
記
憶
の
生
成
」（
南
学
正
仁
・
北
中
淳
子
訳
、
鈴
木
晃
仁
・
北
中
淳
子

編
『
精
神
医
学
の
歴
史
と
人
類
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六

年
）
二
二
七
頁
。

（
8
）　

東
畑
開
人
「
平
成
の
あ
り
ふ
れ
た
心
理
療
法
」（『
臨
床
心
理
学
』
増
刊

第
一
二
号
、
二
〇
二
〇
年
）
一
〇
頁
。

（
9
）　

阿
部
前
掲
論
文
、
二
八
七
頁
。

（
10
）　

石
井
美
保
『
め
ぐ
り
な
が
れ
る
も
の
の
人
類
学
』（
青
土
社
、
二
〇
一

九
年
）
六
三
頁
。

（
11
）　A

. Y
oung, “Som

e Im
plications of M

edical B
eliefs and 

Practices for Social A
nthropology,” A

m
erican A

nthropology, N
ew

 
Series, vol. 78, no. 1, 1976, p. 11.

全
体
を
振
り
返
っ
て�

（
上
野
太
祐
）

　

世
界
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
そ
の
「
非

日
常
」
の
日
々
が
も
は
や
惰
性
的
「
日
常
」
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
二

〇
二
〇
年
十
一
月
八
日
、
第
六
回
「
思
想
史
の
対
話
」
研
究
会
は
、

甲
南
大
学
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
を
起
点
に
全
国
を
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ぶ
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。
通
信
環
境
へ
の
配
慮

か
ら
司
会
・
登
壇
者
・
質
問
者
以
外
は
顔
を
映
さ
ず
、
質
問
に
際
し

て
はZoom

チ
ャ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
意
思
表
示
を
最
初
に
行
う
形
を

採
り
、「
対
話
」
形
式
を
維
持
す
る
よ
う
努
め
た
。
当
日
は
、
専
門

と
す
る
学
問
分
野
も
時
代
も
研
究
対
象
も
異
な
る
三
者
に
よ
る
「
災

厄
」
を
め
ぐ
る
刺
激
的
な
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
複
数
の

質
問
も
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
疑
の
模
様
を
ご
く
手
短

に
振
り
返
り
た
い
。

　

冒
頭
、
三
者
に
向
け
ら
れ
た
の
は
、
災
厄
と
市
民
的
徳
・
公
徳
と

の
関
係
（
あ
る
い
は
包
括
と
排
除
の
力
学
）
を
め
ぐ
る
問
い
で
あ
っ
た
。

三
者
は
各
々
の
専
門
的
立
場
か
ら
、
包
括
と
排
除
の
具
体
例
を
示
さ

れ
た
。
近
世
の
郷
約
は
元
来
教
化
目
的
の
組
織
で
、
災
厄
（
特
に
飢

饉
）
の
発
生
を
機
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
へ
と
変
質
し
て
い
っ

た
。
郷
約
は
理
念
上
全
て
の
人
を
包
括
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い

た
が
、
実
際
に
は
排
除
さ
れ
た
人
び
と
も
い
た
と
い
う
。
近
代
で
は
、

国
際
赤
十
字
の
よ
う
に
、
条
約
で
一
定
の
条
件
を
設
定
し
、
そ
れ
に

適
わ
ぬ
者
を
排
除
す
る
例
な
ど
が
あ
る
。
無
論
そ
れ
は
欧
米
を
中
心

と
す
る
枠
組
み
と
い
う
限
界
を
も
つ
狭
い
包
括
で
は
あ
る
が
、
同
時

に
当
時
の
欧
米
諸
国
は
参
加
国
を
増
や
そ
う
と
動
い
て
い
た
事
実
も
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応
答
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
近
代
は
国
際

的
な
公
徳
の
生
成
期
と
も
捉
え
う
る
と
い
う
。
現
代
の
災
因
論
か
ら

包
括
と
排
除
の
問
題
を
考
え
る
と
、
傷
と
向
き
合
う
た
め
に
超
自
然

的
な
力
を
措
定
す
る
物
語
は
、
特
定
の
地
域
に
お
い
て
共
有
・
納
得

さ
れ
る
類
の
知
で
あ
り
、
そ
れ
を
裏
側
か
ら
言
え
ば
、
他
者
を
容
易

に
寄
せ
付
け
ぬ
排
除
の
性
格
を
も
も
つ
と
い
う
。

　

続
い
て
、
災
厄
の
発
生
に
は
そ
れ
以
前
の
「
日
常
」
を
前
景
化
す

る
働
き
が
あ
る
が
、
各
々
の
研
究
対
象
に
お
け
る
災
厄
以
前
の
「
日

常
」
と
は
い
か
な
る
事
態
か
、
ま
た
災
厄
を
経
た
後
、
そ
の
「
日

常
」
に
は
い
か
な
る
変
化
が
見
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
い
が
提
起
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
近
世
で
は
、
大
洲
藩
に
限
ら
ず
、
人
び
と
は

日
々
災
厄
・
災
害
に
向
き
合
っ
て
生
き
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

郷
約
を
通
じ
て
人
び
と
は
災
厄
以
前
の
日
常
へ
の
回
帰
よ
り
も
む
し

ろ
理
想
的
な
在
り
方
へ
の
前
進
を
志
向
し
、
そ
れ
こ
そ
が
新
し
い
日

常
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
近
代
で
は
、
戦
争
経
験
を
経
る
に

つ
れ
て
軍
隊
生
活
の
日
常
が
一
層
戦
場
化
し
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
、

戦
争
と
そ
れ
に
伴
う
戦
死
者
の
増
加
と
が
、
兵
士
た
ち
の
日
常
を
よ

り
過
酷
な
戦
場
に
接
近
さ
せ
続
け
た
面
が
あ
る
と
い
う
。
現
代
で
は
、

ユ
タ
や
カ
ミ
サ
マ
は
、
病
な
ど
の
災
厄
を
き
っ
か
け
に
成
巫
す
る
も

の
と
さ
し
あ
た
り
整
理
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
成
巫
し
た
時
期
が
判

然
と
せ
ず
、
成
巫
後
も
病
を
負
い
続
け
る
事
態
も
あ
り
、
ま
た
そ
の

後
の
新
た
な
災
厄
に
も
都
度
災
因
論
を
措
定
し
て
向
き
合
っ
て
い
く

実
態
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
意
味
で
、
日
常
と
災
厄
と
を
決
定
的
に

区
別
す
る
画
期
の
自
覚
が
希
薄
で
、
む
し
ろ
日
常
は
常
に
揺
ら
ぎ
流

れ
ゆ
く
も
の
と
し
て
描
き
う
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

個
々
の
質
疑
を
通
じ
て
気
づ
か
さ
れ
た
の
は
、
災
厄
の
傷
は
思
索

の
深
ま
り
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
我
々
は
共
同
性
へ
と
導
か

れ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
近
代
日
本
が
経
験
し
た
幾
多

の
戦
争
は
、
医
学
を
始
め
と
す
る
科
学
の
劇
的
な
進
歩
を
も
た
ら
し

た
。
災
厄
の
傷
は
、
こ
の
科
学
の
力
に
よ
り
体
よ
く
統
御
・
治
癒
さ

れ
る
か
に
見
え
た
。
だ
が
科
学
は
、
同
じ
近
代
が
強
調
し
て
き
た
と

こ
ろ
の
個
別
性
、
す
な
わ
ち
《
こ
の
私
》
の
身
に
ふ
り
か
か
る
災
厄

の
《
な
ぜ
》
に
ま
で
応
答
し
て
は
く
れ
な
い
。
災
厄
に
よ
っ
て
被
っ

た
傷
を
時
に
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
時
に
う
ま
く
い
な
し
つ
つ
、
な

お
も
こ
の
生
に
向
き
合
お
う
と
す
る
と
き
、
ひ
と
は
恐
ら
く
何
ら
か

の
物
語
を
欲
す
る
。
例
え
ば
そ
れ
は
、
郷
約
に
映
し
出
さ
れ
る
と
こ

ろ
の
理
想
と
し
て
、
巫
者
と
依
頼
者
と
の
間
で
紡
が
れ
る
と
こ
ろ
の

語
り
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
学
の
地
平
に
お
け
る
思
想
史
と
し
て

─
。
こ
う
し
た
物
語
は
、
や
が
て
人
び
と
に
共
有
さ
れ
て
広
が
り

を
も
ち
、
傷
を
負
っ
た
個
人
を
共
同
性
の
自
覚
の
も
と
へ
と
連
れ
出

し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

　

世
界
に
深
手
を
負
わ
せ
た
二
〇
二
〇
年
の
こ
の
災
厄
は
、
将
来
の

日
本
思
想
史
の
う
ち
で
い
か
な
る
位
置
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
。
否
応

な
く
孤
立
を
強
い
ら
れ
た
我
々
は
、
こ
の
災
厄
を
経
て
更
新
さ
れ
た
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53　日本思想史と災厄

「
日
常
」
を
ど
う
眺
め
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
に
よ
り
、
我
々
は
当
事

者
と
し
て
、
こ
の
災
厄
を
い
か
に
語
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か

─

こ
の
問
い
は
、
研
究
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
人
間
と
し
て
の
我
々

に
対
す
る
切
実
な
課
題
で
あ
る
。
語
り
の
求
め
ら
れ
る
未
来
の
た
め

に
、
我
々
は
な
お
研
究
を
進
め
、
言
葉
を
見
つ
け
よ
う
と
努
め
る
の

み
で
あ
る
。

�

（
石
原
和
・
立
命
館
大
学
授
業
担
当
講
師
）

�

（
殷
暁
星
・
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
）

�
（
加
藤
真
生
・
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

�

（
村
上
晶
・
駒
澤
大
学
講
師
）

�

（
上
野
太
祐
・
神
田
外
語
大
学
講
師
）
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